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はじめに

1995年1月に発生した兵庫県南部地震以来、活断層

に対する関心が高まり、活断層に係わる分野の研究が

急速に進展してきている。中部日本には、阿寺断層や

跡津川断層などのA級の活断層の存在が知られており、

第四系との関係から、活動時期や活動度などに関する

詳しい研究がおこなわれている。しかし、長野県西部

の山岳地域では、地質構造を把握することの困難さや、

活動履歴を知る手がかりとなる第四系の分布が限られ

ることなどの理由で、活断層に関する研究例は少ない。

長野県松本盆地西方の山地には、美濃帯を特徴づけ

るジュラ紀付加体の堆積岩類が広く分布している。こ

の地域では、大塚 (1985)などによって、岩相分布・

年代・構造などが明らかにされている。このジュラ系

分布地域内の安曇村島々(しましま)から奈川渡(な

がわど)にかけて、北東一南西方向にのびる直線的な

リニアメントが認められる。仁科(1983)および仁科

ほか (1985)は、このリニアメントに沿った断層の存

在を指摘し、 「梓川断層群」と命名した。仁科による

と、この断層群は高角で、右横ずれの変位センスをも

つものと推定されている。ただし、地質学的な情報に

基づいて、断層の正確な位置・変位量・変位センスな

どは明らかにされておらず、課題として残されている。

この研究では、長野県南安曇郡安曇村および波田町

にかけての地域において、ジュラ紀付加体の岩相分布・

構造と梓川断層群の正確なトレースを明らかにし、断

層破砕帯に起因すると考えられる土砂災害との関係を

論じる。

地形

研究地域は、飛騨山脈から連続する山地が松本盆地

の西部に接する部分である。研究地域の大部分は急傾

斜地によって占められ、海抜高度は最高で'2，000mを

上回る。松本盆地に流下する梓川に沿った限られた地

域には、第四系がつ〈る段正面を含む平坦な地形がみ

られる。南西から北東方向に向かつて梓川が貫流し、

調査地域のほぼ中央部の安曇村島々付近において、北

から島々谷川、南から黒川が合流している。

リニアメント

この地域の空中写真に基づいて地形判読を行った。

主として使用した空中写真は、 1947-48年にわたって

米軍によって撮影され、地理調査所によって公開され

た約4万分の 1空中写真「波田」・「今井」・「塩尻」

である。これらの空中写真には、ダム建設前の地形情

報が記録されている。さらに、安曇村による 2万分の

1 (1978年)空中写真、および1万1000分の l空中写

真(1991年)を併用した。その結果、河川の屈曲や直

線上に連続する鞍部地形などが見いだされ、断層に関
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第1図梓川流域のリニアメント

空中写真からの読みとりによる.リニアメントAは，鞍部地形・尾根の屈曲などが明瞭に連続するもの.

リニアメントBは，やや連続性が之しいか，判断基準となる地形的特徴がやや不明瞭なもの.

係するとみなされる複数のリニアメントが抽出された

(第1図)。

抽出されたリニアメントの多くは北東ー南西 (N40

......75
0 E)方向のトレースを示す。奈川渡ダム以東の

地域に限り、北西.南東方向のリニアメントが存在す

る。ここでは、リニアメントのうち、鞍部地形・尾根

の屈曲などが明瞭に連続するものを「リニアメント

AJ、リニアメントAの場合よりも連続性が乏しいか、

または判断基準となる地形的特徴がやや不明瞭である

ものを「リニアメント BJとよぷ。北東.南西方向の

リニアメント Aのうち、 Ll・L2・L3がとくに顕著

である。

Llは、島々南東の梓川左岸に始まる。島々南東で

梓川を横切り、いくつかの鞍部地形を経て、水殿川ー

栃沢聞の尾根に至る。その問、笑沢・上沢・栃沢など

において、流路の顧著な右横ずれの屈曲を形成してい

る。また、 Llが、梓川・上沢・栃沢と交わる部分に
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は崩壊地が発生している o なお、 Llの北東方向の延

長は、梓川の流路にほぼ一致している。

L2は、梓川右岸の尾根に鞍部地形を形成している。

その南西側の延長方向は、黒川の屈曲部の流路の方向

に一致している。

L3は、黒川の屈曲部に始まり、梓川右岸の尾根上

の顕著な鞍部地形を連ねたリニアメントである。小河

川の流路の屈曲と分岐を伴う。大白川付近から南西側

では、やや湾曲したトレースを有し、 L4およびそれ

に平行なリニアメントに収蝕する傾向を示す。

L4は、北北西ー南南東方向のリニアメントで、第1

図の領域外の洞峠を通り、奈川に沿った緩傾斜地帯東

縁の傾斜変換点を連ねた線に相当する。

リニアメント Bでは、 L5およびL6が顕著である。

とくに、 L6は、梓川の流路にほぼ並行に走る傾斜変

換点を連ねたものであり、梓川右岸の急傾斜地に小規

模な平坦面が形成されている。



地質

梓川およびその支流の黒川流域には、大塚(1985)

およてJOtsuka(1988)によって、美濃帯中生界の要

素である島々コンプレックスと味噌川コンプレックス

を構成する岩石が分布していることが知られている。

今回の研究で、これまで不明な点が多かった岩相分布

の詳細が明らかになった(第 2図)。

1.島々コンプレックス

研究地域に分布する島々コンプレックスは、泥岩・

チャート・珪質泥岩・珪質粘土岩・砂岩などからなる

混在岩と、砂岩が優勢な砂岩泥岩互層によって構成さ

れている。構造的上位から、 1)チャートのブロックを

含む含喋泥岩が卓越するユニット、 2)砂岩が優勢な砂

岩泥岩E層からなるユニット、 3)チャートおよぴ砂岩

のブロックを含む含諜泥岩が卓越するユニットに 3分

される。これらのユニットは、地質図上では、北東.

南西方向に延びた帯状に配列している。

含諜泥岩にブロックとして含まれるチャートは、一

般に厚さ数cm単位で成層し、薄い珪質粘土岩とのE

層を形成している。チャートブロックは、一般にレン

ズ状の形態を呈し、その規模は最大で厚さ800m、側

方への延長が5km以上に及ぶ。含操泥岩にブロックと

して含まれる砂岩には、塊状中粒のものと、泥岩と互

層をなす細粒のものが見いだされる。含醗泥岩の基質

をなす泥岩は一般に珪質で、層理などの堆積構造は不

明であることが多い。珪質な泥岩には、鏡下において

放散虫の骨格が認められることが多い。

研究地域では、チャートから三畳紀を示すコノドン

トが得られているのみであるが(大塚， 1985)、他地

域に分布する島々コンプレックスの泥岩からは、ジユ

ラ紀中世~新世を示す放散虫化石の産出が報告されて

いる(大塚， 1985)。

含諜泥岩の基質・ブロックともに、付加体の岩石と

しては延性勇断変形が著しい。小規模なブロックは、

強い延性勇断変形の結果、側方に引き延ばされてレン

ズ状を呈することが多い。基質の泥岩には鱗片状勢聞

が発達する。また、泥岩の切断面では、男断作用の結

果生じた葉片状構造が観察され、さらにそれが、小規

模なブロックとともに、波長が数cm規模の摺曲を形

成している。

砂岩泥岩互層からなるユニットには、塊状の砂岩と、

砂岩が優勢な砂岩泥岩互層が見いだされる。含操泥岩
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の場合とは異なり、延性勇断変形は顕著ではない。砂

岩泥岩E層の堆積構造が残されていることが多い。

島々コンプレックスを構成する岩石は、研究地域西

部に分布する奈川花両岩による接触変成作用を受けて

いる。とくに奈川花商岩に近接する部分では、黒雲母

のほか、長径2mmを超えるサイズの董青石が晶出し

ている。

島々コンプレックスのうち、北西側に分布する混在

岩ユニット、中央部の砂岩泥岩互層ユニット、南東側

に分布する混在岩ユニットは、大塚(1985)のC帯-

B帯・ A帯にそれぞれ相当する。

2.味噌川コンプレックス

研究地域では、味噌川コンプレックスは、大野田以

東の梓川河床から、梓川支流の黒川右岸にかけて分布

している。おもに砂岩が優勢な砂岩泥岩E層によって

構成されており、一部にチャートや深成岩類の細礁を

含む喋岩を伴っている。研究地域から年代決定の証拠

となるような化石は得られていないが、他地域の昧噌

)11コンプレックスの泥岩からは、ジュラ紀最末期を示

す放散虫佑石の産出が報告されている(岩木・大塚，

2001など)。泥岩の部分でも、島々コンプレックスの

場合のような鱗片状勢聞や小摺曲の発達は認められず、

変形の程度は低い。

付加コンプレックスの構造

各コンプレックスを構成しているチャートおよび砂

岩泥岩互層の層理面は、多くの場合、北東ー南西方向

の走向を示し、北西へ30.......80。程度傾斜する。北西側

に分布する島々コンプレックスは、南東側の味噌川コ

ンプレックスの構造的上位に位置している。大野田の

北東約2kmの梓川河床の露頭において、両コンプレッ

クスの岩石が、北東ー南西走向の断層を介して接して

いるようすが確認される。この断層は、梓川断層群の

構成要素である。

3.奈川花崩岩

研究地域の西部および南部の限られた領域に、奈川

花商岩が露出している。奈川花筒岩は奈川村地域や木

祖村地域の広い面積を占めて分布し、研究地域には、

岩体の北端部が露出している。研究地域には、優白質

塊状で、中~細粒等粒状白雲母黒雲母花商岩が露出す

る。中野ほか(1995)によると、黒雲母および角閃石

は69.......67maのK-Ar年代を示す。稲核南東約2kmの「鵬

雲崎」、黒川上流部などで、島々コンプレックスの泥

岩との聞に貫入関係が観察され、泥岩は董青石および
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第2図 梓川流域の地質図



黒雲母などを含むホルンフェルスとなっている。

断層

梓川流域には、 1)露頭における確認、 2)地質構造の

オフセット、 3)リニアメントなどに基づいて、複数の

断層が存在することが明らかになった(第1図)。そ

れらのうち、梓川断層群の構成要素として、連続性が

良く、地質構造に大きな変位を与えていることから、

F1-4が重要である。断層 F1はリニアメント L1、

F2および3はL6、F4はL2および3に、 トレースがほ

ぼ一致する。

F1は、島々南西方の国道158号旧道の崩壊地、およ

び島々南方の黒川下流部の露頭において観察される。

黒川下流の断層露頭(第3図)では、幅1m以上の未固
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第3図

島々南方の黒川下流部.露

頭の幅は約 1m.矢印が断
層の主変位面の方向を示
す.写真の右側(上盤)が
北西. p面とみなされる面

構造の引きずりから，北西
側が南東側へ衝上したもの
と判断される.

第4図

梓川の河床礎層を変位させ
る断層

矢印は断層の位置を示す.
観察地点は新測橋の下.写
真はほぼ西向きに撮影され
ている.

結破砕帯が観察され、 P面とみなされる面構造の引き

ずりから、北西側(上盤)が南西側に衝上する変位セ

ンスを読みとることができる。

Fzは、稲核ダム東方で、梓川の流路に沿った破砕

帯を形成している。大野田東方の新調j橋下の梓川河床

では、 L2が基盤岩の砂岩とともに、河床の諜層およ

び砂層を変異させている露頭が見いだされた(第4

図)。ここで観察される断層面の姿勢はN63 0 

E， 68
0 

SE、垂直隔離は約1.6mである。喋層および

砂層の年代は明らかではないが、全く固結していない

ことから、この断層がかなり新しい時期の活動履歴を

有する活断層であると判断される。波田町赤松北方の

梓川河床には、 F2の粘土を伴う未固結破砕帯が断続

的に露出している。

F3は、黒川流域では、複数の小規模な断層露頭と
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して見いだされるのみである。しかし、 L6に沿った

平坦面や、大野田南方(波田町内)において顕著な地

形変換点を形成していることから、検討が必要な断層

である。

F4は、研究地域南東部の大白川右岸において、奈

川花崩岩と島々コンプレックスとの境界として見いだ

される。大白川.黒川聞では奈川花商岩と島々コンプ

レックスとの直線的な境界を形成しているほかは、地

質学的な証拠が得られていない。黒川が例外的に北東

』南西方向の流路を形成する中流部では、島々コンプ

レックスのブロックの堆積構造の姿勢が一定せず、小

断層が多数見いだされる。 F4にトレースがほぼ一致

する L2および3は、地形学的に見て、この地域ではもっ

とも顕著である。これらのことから、黒川中流部にお

いて流路が北東ー南西方向を示す部分の延長は、 F4に

第6図野沢「たかつなぎ」

矢印が崩壊地を示す.右側の崩壊地が

1945年に新たに形成された.

第7図 「猿なぎ」

梓川の対岸の稲核林道から望む.
放棄された国道158号の洞門が見え
る.崩壊地の上部にはモルタルが
吹き付けられている.

よる水平隔離を示している可能性が高い。

崩壊地と災害

研究地域は急傾斜地域であり、多数の崩壊地が存在

している(第5図)。それらのいくつかは有史以来新

たに形成されたもので、ときに人的犠牲を伴い、文書

あるいは映像として記録に残されている。

主要な災害の記録として、以下の例が挙げられる。

1.明ヶ平「大なぎ」の崩壊

1667年(寛文7年)7月8日、島々ー稲核聞に存在す

る明ケ平の「大なぎ」が崩壊したことが、 「橋場大和

波」として、 「所々山抜ケ之事(彦左衛門)J (安曇

村資料館所蔵)に記録されている。この崩壊地は、飛
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村資料館所蔵)に記録されている。この崩壊地は、飛

騨地域に至る街道を往来する上での障害となっており、

度重なる災害によって多数の遭難者を出してきている

という(前田， 1998;伴野， 1998)。この部分には、

L6リニアメントおよびF2断層が通過しており、崩壊

は断層破砕帯が原因であると考えられる。

2. rトパタ」の崩壊と堰き止めによる水害

1757年(宝暦7年)5月8日、現在の国道158号親子

滝トンネル付近で、梅雨による降雨の中、山腹が大規

模に崩壊し、梓川をせき止めた。 2日後、堰が決壊し、

下流域(現在の安曇村・波田町内)で家屋92軒が流失

した(横山， 1966)。ここには、梓川断層群に平行な

リニアメントが見いだされ、その断層破砕帯が主要な

発生原因となった可能性がある。

3.野沢「たかつなぎ」の崩壊

1945年(昭和20年)10月9目、 9月下旬から続いた

長雨の中、島々東方の野沢の「たかつなぎ」が大規模

に崩壊し、 6名の犠牲者を出した。第6図の右側の崩壊

地(矢印)が、このとき生じた崩壊地である。崩壊地

付近にはF1断層が通過しており、この破砕帯が崩壊

の原因となったものと考えられる。

4. rずみの窪」の崩壊

1966年(昭和41年)6月、稲核ー奈川渡聞の「ずみ

の窪」において、ダム建設に伴う国道158号付け替え

工事の中、山腹が崩壊した。対策として、崩壊地を迂

回する「ずみの窪隠道」が新たに建設された。この部

分には、梓川の流路にほぼ平行なリニアメントが存在

しており、 F4断層に平行な断層と破砕帯の存在が予

想される。

5. r猿なぎ」の崩壊

1991年(平成3年)10月18日、島々南西の「猿なぎ」

が崩壊し、国道158号が不通となった(第7図)。崩壊

の瞬間の映像が、安曇村職員によってビデオに記録さ

れている。対策として、崩壊地を迂回する「三本松隠

道」が新たに建設された。 r猿なぎ」には、 L1リニ

アメントおよびF1断層が通過している。災害直後の

露頭には、顕著な断層破砕帯が認められた。

まとめ

梓川断層群およびリニアメントのトレースと、過去

の山腹崩壊による災害が発生した地点との聞には、密

接な関係が認められる。また、生活に直接影響を与え

たものではないにせよ、山間地における大規模な崩壊

は、発生地点からみて、梓川断層群の破砕帯に関係し

ていることが多いものと判断される。今後は、個々の

崩壊地の詳細な解析を通して、発生要因を検討する必

要がある。さらに、今回明らかにされた活断層として

の梓川断層の性質の解明も、山間生活圏の防災を考え

る上で重要な課題となる。
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